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らなる Cu-O 系分子性スピンラダーを構築し，その構造制御と物性調査およびキャリアドーピングを行った．  
【実験】 これまでに我々は，S = 1/2 を有する Cu2+と CO32-からなる 3 種類のスピンラダー化合物 Cu2(CO3)(ClO4)2(NH3)6 (1)，
Cu2(CO3)(ClO4)2(H2O)(NH3)5 (2) *1， Cu2(CO3)2(bpp)2.5･5.5H2O (3) *2と，Cu2+と NO3-からなる 1 種類の広義的なラダー構造をもつ












曲線を Isolated Spin Ladder Model を用いて再現したところ良い一致
を示し，その時，ラダーのラング方向に相当する磁気交換相互作用（J1/kB）は-364 K,ラダーのレッグ方向に相当する磁気交換
相互作用（J2/kB）は-27.4 K と見積もられた．このことから，化合物 1 は磁気的に孤立した（ラダー間に磁気交換相互作用の
無い）スピンラダーであることが示唆された． 
次に，化合物 2 のラダー構造について検証した．化合物 2 のラダー構造も二つの Cu2+と一つの CO32-が交互に配列して形成さ
れていたが，ラダー内で CO32-が歪んで配列していた（図 1b）．また，ラダー間には化合物 1 と同様に ClO4-が存在していること
が明らかになった．磁化率温度依存曲線（χm-T）の結果を図 2b に示す．磁化率挙動は，高温から低温にかけて上昇し，4 K 付
近でピークを示した． この結果，化合物 2 においても反強磁性的な相互作用の存在が示唆された．この磁化率曲線を
Alternating Chain Model でフィッティングしたところ，ラダーのラング方向の相互作用は J3/kB = -7.26 K, レッグ方向の片




が知られている．しかし，無機化合物ではそれを制御することが難しい．そこで，本研究では化合物 1 の内部に存在する ClO4-
を，ラダー間を繋げるリンカー分子で置き換えることにより，その制御を目指した．ここでは，リンカー分子として bpp（bpp = 
1,3-bis(4-pyridyl)propane）を用いたとき，良質な単結晶 3 が得られたので報告する．化合物 3 のラダー構造は化合物 1 と同
様に，二つの Cu2+と一つの CO32-を交互に配列することで構成されていたが，結晶学的に異なる銅イオンが 2種類観測された（図
1c）．この結果，予測される磁気交換相互作用はラング方向に２種類，レッグ方向に２種類と考えられた．また，各ラダー間
は bpp によって架橋されていた．この化合物の磁化率温度依存性（χm-T）は，1 塩と同じ振る舞いを示した．今，2 種類のラ
ダーラング方向の相互作用および２種類のラダーレッグ相互作用を等価であると仮定し，Isolated Spin Ladder Model を用い
て再現したところ良い一致を示し，その時，ラダーのラング方向に相当する磁気交換相互作用（J5/kB）は-366 K,ラダーのレッ










た，各ラダーは bpp 配位子で架橋されており，他の四つラダーと繋がっている．化合物 4 の磁化率測定の結果（χmT-T）を図
2d に示す．得られたχmT 値は高温から 50 K 付近まで一定値をとり，その後急激な増加を示した．このことから，ラダー内で
は強磁性的な磁気相互作用が支配的であることが明らかになった．図 2d の挿入図は 1/χm-T を示している．この曲線をキュリ
ー・ワイス式でフィッティングした結果，J/kB = 7.13 K を示した． 
【まとめ】 以上の結果をまとめると，本研究では 3 種類の Cu-CO3系スピンラダーと 1種類の Cu-NO3系の広義的なラダーの合
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